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編
輯
室
よ
り

△
本
號
な
カ
ン
ト
記
念
號
窪
し
て
捧
ぐ
O
但
し
、
哲

學
現
れ
ろ
．
彼
の
哲
學
に
全
然
還
れ
ろ
事
な
く
し
て
、

彼
の
天
聴
學
的
學
説
ご
彼
の
自
然
科
學
的
二
画
に
言

及
ぜ
し
に
遇
ぎ
ざ
ろ
潜
逡
憾
ビ
す
る
ハ

ム
カ
ン
ト
の
哲
孕
な
貫
流
七
て
面
繋
調
た
成
す
三
つ

の
．
確
信
か
あ
ろ
。
意
志
の
自
．
由
ε
璽
魂
の
不
滅
ご
融

の
鰍
貝
在
ご
．
が
判
れ
な
り
ぜ
云
ふ
ゆ
」
彼
ば
頭
上
に
、
星
ま
．

ば
呼
黛
大
空
ご
心
胸
の
嫌
な
る
道
徳
律
ゼ
、
二
つ
の

も
の
，
な
．
仰
ぎ
望
み
、
又
顧
み
ろ
毎
に
、
讃
美
書
畏
敬

の
ひ
に
暮
れ
‘
糞
人
で
あ
っ
て
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
の
曽
只

へ
り
し

　
是
．
寺
の
諸
天
た
．
光
ん
～
以
っ
て
装
に
ろ
べ
く
初
め
て

　
企
て
六
ま
ひ
し
彼
．
、

　
彼
は
彼
レ
智
慧
に
由
り
正
義
の
創
造
者
に
し
て
、

　
そ
れ
な
も
つ
（
最
豊
口
の
心
な
支
．
へ
ん
ビ
し
給
へ
り

亡
の
言
葉
に
呼
細
し
れ
ろ
心
的
態
度
の
所
右
者
で
あ

っ
六
。

△
L
。
W
・
モ
ー
ン
ダ
ー
氏
の
所
説
の
要
鮎
ば
「
科
學

に
事
物
の
紹
罫
的
の
元
始
に
澗
る
こ
亡
む
．
出
來
す
・
、

又
そ
の
絶
痛
的
防
終
末
に
迄
到
達
す
ろ
こ
亡
も
沈
着

な
い
。
そ
れ
．
故
、
、
此
の
こ
事
に
窪
し
て
ば
神
の
血
戦

に
由
ら
ざ
る
べ
か
ら
す
、
そ
に
彼
こ
そ
ア
ル
フ
ァ

に
し
て
オ
メ
が
、
在
り
て
在
ろ
者
、
萬
物
．
ぱ
彼
に
由

り
て
創
運
さ
れ
、
終
に
再
び
新
旗
に
ぜ
ら
る
れ
ば
な

り
。
」
こ
云
ふ
に
．
あ
り
。

△
本
尊
に
■
中
村
要
君
の
有
釜
な
ろ
記
事
の
見
え
ざ
る

々
皆
様
ご
共
．
」
惜
丁
む
、
同
君
ば
非
常
に
多
忙
な
上
に

風
邪
で
あ
っ
六
ご
云
ふ
Q

△
次
號
よ
り
上
木
講
師
の
「
通
俗
天
丈
講
話
」
奄
蓮
載

し
得
る
電
鍍
で
あ
ろ
。

△
會
員
名
簿
作
製
に
つ
い
て
在
来
山
本
一
清
氏
よ
り

同
氏
露
朝
後
に
延
期
を
申
越
さ
る
。
一
理
あ
れ
ば
そ

の
提
議
に
從
ふ
事
ミ
ぜ
ザ
。

　
　
　
　
公
　
　
　
　
衷

岡
山
支
部
員
（
現
住
、
東
京
市
牛
込
匝
揚
場
町
一
）
守

屋
號
美
雄
戎
ば
今
囲
岡
山
支
部
備
付
け
三
隅
望
逮
鏡

野
入
費
の
内
入
金
亡
し
て
金
壼
百
倒
也
寄
附
ぜ
ら
れ

し
に
由
り
、
三
月
十
．
日
附
だ
二
っ
て
名
響
會
．
員
に
推

薦
ぜ
り
。

事
務
室
よ
り

△
三
月
號
天
界
の
蓮
延
の
黒
め
本
號
も
三
っ
て
国
費

ぜ
し
な
御
寛
容
あ
ら
ん
事
奄
。

△
英
黒
星
圓
豫
約
者
．
以
外
の
方
よ
リ
申
込
み
あ
り
疋

も
数
に
限
り
あ
る
潜
以
っ
て
悪
鳥
な
く
注
丈
た
獲
ず

ろ
事
ビ
ぜ
り
Q

△
前
金
切
の
會
員
が
三
月
號
で
は
約
四
百
二
十
名
田

で
あ
っ
距
、
漏
れ
で
大
分
滅
つ
距
方
で
す
。
こ
う
か

前
金
納
者
に
封
ず
ろ
負
債
返
却
の
意
味
で
遽
か
に
御

佛
込
み
下
さ
い
ゆ

　
　
　
　
天
賞
濡
雪
會
総
會
廣
中

盤
る
四
月
二
十
日
（
口
）
午
後
一
時
よ
q
本
塁
総
會
々

京
都
大
學
物
理
學
薄
雪
に
於
い
て
開
く
。
常
月
幹
部

改
選
、
改
正
案
決
議
の
後
、
新
馬
博
士
、
上
田
助
…
教

授
の
御
見
講
書
准
乞
ふ
胱
舌
、
墜
落
者
巖
μ
客
M
自
再
築
た
菰

さ
ろ
べ
く
、
蘇
鯉
に
．
各
支
部
儲
μ
宜
ハ
の
代
表
者
或
は
蛍
日
覆

准
以
っ
て
歳
茱
な
提
出
ぜ
ら
れ
象
し
。

　
　
　
　
改
　
正
　
案

一
、
金
工
た
毎
月
二
十
銭
よ
ゆ
三
十
鑓
に
改
む
O

「
名
碁
會
員
ぱ
一
時
に
頁
買
替
ヒ
々
寄
附
し
た
る

二
叉
ぱ
百
名
以
上
の
曾
員
を
紹
介
せ
し
者
ぬ
る
べ

　
し
〇

一
、
．
観
測
部
の
慮
置
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
（
三
二
）

　
　
天
文
同
好
會

本
　
．
部
　
　
京
都
楽
聖
大
嘘

同
志
杜
支
部
　
京
都
市

京
都
小
冊
．
吸
員
支
部
第
一

中
京
、
支
部

　
　
天
丈
姦

同
志
就
大
學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朱
雀
小
學
校
内
山
薪

　
　
　
　
京
都
市
錦
小
路
油
小
路
東
青
地
喜
代
．
藏

西
陣
支
部
．
．
京
都
巾
七
本
松
五
辻
下
ル
河
村
篤
之
助

三
高
支
部
京
都
面
戸
三
高
等
學
校
　
　
西
堀
榮
三
郎

大
阪
二
部
大
阪
市
東
匿
安
土
町
三
丁
目
船
場
小
學
校

紳
戸
支
部
紳
戸
市
中
山
手
通
七
丁
目
渡
遇
　
定
助

甲
南
支
部
兵
庫
縣
尼
崎
市
高
等
女
塾
校
木
村
孝
遣

岡
山
支
部
岡
山
市
門
田
二
．
十
一
　
　
水
野
　
千
里

美
作
支
部
町
山
縣
苫
田
郡
津
山
町
大
字

　
　
　
　
上
ノ
町
．
、
　
．
．
　
　
　
　
山
本
孝
二
郎

名
古
屋
支
部
名
古
屋
市
東
匿
東
浮
野
町
莞
濱
野
眞

上
田
支
部
長
野
縣
上
田
高
等
女
墜
使
　
　
中
澤
登

隠
野
支
部
長
野
市
長
野
小
學
佼
本
部
黒
岩
魁
一
耶

指
水
滝
部
長
野
縣
下
商
井
郡
瑞
穗
華
墨
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
川

松
．
本
支
部
長
野
縣
松
本
市
島
睦
部
　
　
上
條

諏
訪
支
部
長
野
縣
上
諏
訪
中
研
校
　
　
三
澤

江
島
支
部
廣
島
市
研
屋
町
五
一
　
　
熊
野

九
州
支
部
福
岡
二
大
牟
田
晶
巾
鑑
甲
町
古
賀

山
口
支
部
山
口
町
山
員
高
等
三
校
化
填
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
垣

仙
蔓
支
部
仙
豪
第
二
高
等
黙
思
　
　
書
井

正寛和徳勝清周
敏之　吉一衛人治

楚
婁
篁
器
甜
翻
（
定
儂
二
十
五
鑓
郵
険
金
玉
厘
）
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印　獲　右　編
届唖繍袋．繋判

所市黄帝者　獲帝
　下　國、雲行國
内京　大　替者大
外医　學　貯　學
出西　天　金　出
版洞門丈肉大天芝

難丈薩書
舗同f““．3

鴇入好一魏
部　會　清番會

費
捌
所

内
外
出
版
株
式
會
甦
印
嗣
部

警
　
　
醒
　
　
枇

　
　
東
京
京
橋
銀
座
羅
張
町

丸
善
株
式
　
會
鮭

東
京
・
京
都
●
大
阪
・
稿
岡
●
仙
嘉


